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ＯＥＣＤ諸国の自殺率の差が生じるのはなぜか
１．はじめに

人間は様々な影響を受ける。どの国に生まれたとしても国の宗教や、食文化、習慣などに触れる。世界には2008年現在192の国家が存在するが、それぞれの国家においては各々全く異なる条件要素を孕んでいる。具体的な要素としては、政府の政策であったり、地理的な要因であったりもする。どこの国に生まれるかによって、生き方は違ってくる。
WHOによる世界の自殺の現状に関する報告によれば、2002年は全世界で約100万人が自殺によって亡くなった。また、自殺率は過去45年間で約60%増加している。
図１　OECD諸国の自殺率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　「Source: OECD health data 2007.」より著者が作成


図１を見ても分かるとおり、国ごとによって平均自殺率が異なるという事実がある。何らかの要因が、国ごとの自殺率に影響しているのである。最も大きな前提として、本論はその因果関係を考える事を目的としている。
2．自殺に関しての前提
　人はどのような理由で自殺をするのだろうか。その理由は、死にたいからである。なぜ死にたいと思うのか。精神的に追い詰められたり、挫折を味わったり、またはいじめられたりと理由は沢山ある。一般的に、ほとんどの人はそのような状況に陥っても何とか克服しようとし、自殺を実行しない。しかし、自殺をした人はその状況に耐え切れなかったのだ。そこで、なぜそのような状況に耐えることが出来なかったのかという点に焦点を当てて考えていく。
季刊社会保障研究（2004）の文章によると、「自殺者の9割以上は最後の行動に及ぶ前に何らかの精神障害に罹患していることを指摘している。具体的には、うつ病、統合失調症、アルコール依存、薬物乱用、パーソナリティ障害があげられる。」とある。

また、厚生労働白書・第２章によると、「生命的危険性の高い手段により自殺を図ったものの、幸い救命された者に関しては、うつ病、統合失調症及び近縁疾患、アルコールや薬物による精神や行動の障害等の精神疾患を有する者の割合が75％を占め、中でもうつ病の割合が高いと報告されている。自殺は精神疾患と強い相関関係があると示唆されている。そして、精神疾患と自殺に関する各種の研究成果を踏まえると、自殺者の約80～90%に心の病が認められ、また、その中で一番多いのがうつ病であり、自殺者の約30～80%が罹患している。」とある。
下の図２に、自殺を図った者の中で精神疾患を有する人が罹っていた病気の割合を示した。

図２　
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「第2章 厚生労働白書（16）42」より著者が作成


これらの資料から、自殺率にはうつ病が大きく影響を与えていることが分かる。そこで、うつ病患者数が多い国ほど、自殺率が高いのではないかという仮説を立てた。
仮説を検証する前に、うつ病の定義について述べる。
季刊　社会保障研究（2004）によると、「うつ病とは、気分障害の一種であり、抑うつ気分や不安・焦燥、精神活動の低下、食欲低下、不眠などを特徴とする精神疾患である。うつ病は、従来「心の病気」とされてきたが、最近の研究では、「脳の病気」ととらえ、うつ病患者の脳内に不足している脳内物質（ドーパミン、ノルアドレナリン、セロトニン）の分泌を促進させる薬物療法などが主流になってきている。あまり生活に支障をきたさないような軽症例から、自殺企図など生命にかかわるような重症例まで存在する。」と定義されている。
次に、その仮説を以下で論じる。

3．うつ病患者数と自殺率についての仮説

第一に、うつ病患者をどのように統計しているかを考える。うつ病を発症した患者が病院に通院した記録、または通院している患者の数を集計したものだ。しかし、実際のうつ病患者はもっと多いのではないか。うつ病は自覚症状のないものあり、うつ病だと分かっていても病院に行かない人もいる。これらを考慮すると、うつ病患者の統計データは信頼度が低く、不確実なデータであることが分かる。従って、うつ病患者数で検定することは意味がなく、この仮説の代替案を考えることにした。
４．仮説の設定
本仮説　自殺率は野菜と果物の消費量によって決まる。

この仮説が導かれた道筋を以下に示していく。
自殺率とうつ病についての関係は上で示した通り明らかである。しかし、うつ病患者数の統計が信頼度の低いという理由で検定する意味がないことは先に述べた。
そこで、その代替案として、うつ病を防止する要因について調べた。




日本栄養学雑誌のNutritionに掲載された記事の中で、
村上健太郎東京大医学部助教と溝上哲也国立国際医療センター研究所部長は、野菜や果物などに含まれる葉酸の摂取量が少ないほど、うつ症状の人が多い傾向にあるということを発見したことを発表した。

他にも、ヨーク大学の研究者が、パンに葉酸を添加することでうつ病を予防することが出来る、という研究結果を報告した事例がある。
このように、葉酸を摂取することがうつ病を防止するということが幾つもの研究により示されているのである。

次に、葉酸の定義について述べる。
葉酸の定義について「日本食品標準成分表（科学技術庁資源調査会編）」より

　
葉酸とは、ビタミンB9であり、葉酸という名称がよく知られている。脳内では神経細胞同士が信号を伝達しあうことで、全身に指示を出す。神経細胞はリン脂質に覆われていて、これにより正常な信号伝達が保たれる。しかし、リン脂質は活性酸素の影響で破壊されてしまうことがあり、そのままだと信号の伝達が不十分となり、最悪痴呆症や、うつ病を招く可能性もある。破壊されたリン脂質は、たんぱく質と結合して血管を通って脳へと送られてきた葉酸の働きで、新たなに生成されて、神経細胞が補修される。そして、葉酸が不足するとリン脂質の修復が遅れ、さまざまな神経伝達障害が発生してしまう。
また、葉酸には気分を落ち着かせ、健康的な神経システムを保持する役割があり、特にうつ病との関連が示唆されている。
葉酸は、主に緑黄色野菜、果物等に多く含まれている。（詳細はｐ12、図6に示す）




　
これらを考慮すると、葉酸の摂取量はうつ病やその他の神経障害に影響を与えることは明らかである。
うつ病患者数の統計量が不確実なことを考慮して、うつ病を防止するなんらかの要因も自殺率を決定するのではないかと考えた。
調査の結果、うつ病を防止する方法として、葉酸を摂取することが幾つかの研究で示されていた。そこで、葉酸を多く含む緑黄色野菜と果物を多く消費している国はうつ病患者が減少するのではないかと考えた。そして、うつ病の患者が減少すれば必然的に自殺者も減るだろうと推測したのである。

以上をもって、上記の本仮説に至った。以下では、仮説の検証を行っていく。

5. 仮説の検証
野菜と果物の国民一人当たりの消費量を図3で示す。
図３
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（資料元　社会経済ランキング2001年より筆者が作成）


回帰式をY＝αX＋βとおき、回帰分析をすると結果は以下のようになった。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	


[image: image5.emf]係数 標準誤差 t  P-値 回帰統計

切片 18.40499 3.151912 5.839308 4.33E-06 重相関 R 0.384459

X 値 1 -0.02897 0.013915 -2.08234 0.047701 重決定 R2 0.147808










ｘ値１のｐ値が0.047701＜0.05より、この回帰分析は有意な結果であると言える。

しかし、決定係数Ｒ2が0.147808であることを考慮すると、本仮説の回帰分析の結果は説得力のないものであると言える。

　この結果を踏まえ、果物だけの消費量、または野菜だけの消費量が自殺率を決定する要因なのではないかと考えた。

そこで、以下の二つの仮説を立てた。

第2仮説　野菜の消費量が自殺率を決定する
第3仮説　果物の消費量が自殺率を決定する

果物の消費量と、野菜の消費量を個別に分けて下の図4と図5に示した。

今からこの二つの仮説を検証する。

始めに、第2仮説の検証を行う。

野菜の消費量を以下の図４示した。

図４
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（資料元　社会経済ランキング2001年より筆者が作成）
回帰分析の結果は以下の通りである。
[image: image7.emf]係数 標準誤差 t  P-値 回帰統計

切片 13.59954 2.42425 5.609793 7.76E-06 重相関 R 0.132862

X 値 1 -0.01271 0.018969 -0.67025 0.508843 重決定 R2 0.017652



ｘ値１のｐ値が0.508＞0.05より、この回帰分析は有意な結果ではないようだ。

次に第3仮説の検証を行う。
果物の消費量を以下の図５に示した。
図５
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（資料元　経済社会ランキング2001年より筆者が作成）
結果は図6に示される通りである。
図６
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（図５より著者が作成）
[image: image11.emf]係数 標準誤差 t  P-値 回帰統計

切片 24.2768 2.768226 8.769805 4.23E-09 重相関 R 0.672886

X 値 1 -0.12195 0.026813 -4.54809 0.00012 重決定 R2 0.452776



ｘ値１のｐ値が0.00012＜0.05より、この結果は非常に有意な結果であるといえる。
それに加え、決定係数Ｒ2も0.452776と非常に高い数字を示した。

この結果から、果物の消費量が自殺率を決定していると言えそうである。自殺率というなかなか相関が出にくいテーマで、単回帰分析を用いてこれほどの決定係数が出たことは非常に有効な指針であると確信している。
しかし、果物の消費量では自殺率との相関がでたが、野菜の消費量ではなぜ相関がでなかったのかという点は疑問に残る。その疑問点については、以下の6．考察の検証結果の考察で触れたい。







６. 考察
　

本仮説は、「野菜と果物の消費量が自殺率を決定する」であった。
考察の前に、本仮説を設定した流れをもう一度まとめる。

自殺者の約9割はうつ病に罹っている。そして、うつ病を防止する方法としては、葉酸を摂取することがあげられる。葉酸を多く含むものは、主に緑黄色野菜と果物である。葉酸を多く摂取している国は、うつ病患者が減る。そのため、自殺率が減少するのではないかと推測し、本仮説を設定したのだ。
　
しかし、本仮説の分析を行った結果、あまり有意な結果が導かれなかった。そこで、野菜の消費量と果物の消費量を分けて二つの仮説を検証した。

その結果、野菜の消費量では有意な結果が得られなかった一方で、果物の消費量が自殺率との強い相関を示した。
· 検証結果の考察

本仮説は「野菜と果物の消費量は、自殺率を決定する」であった。しかし、野菜の消費量は自殺率に決定的な影響を与えていないという結果が出た。このことについて考察する。
葉酸は、ビタミンＢの一種で、水溶性で水に溶ける性質がある。野菜を調理する方法としては、炒める、茹でるなど加熱する方法が代表的である。
厚生労働省は、「葉酸は熱に弱く、調理に際して50パーセント近くが分解するか、水溶性のためにゆで汁に溶出するため、調理によって失われやすい。」
と指摘している。
また、下の図6を見ても分かる通り、葉酸を多く含む野菜の多くは、調理する際、茹でたり炒めたりするものである。野菜を茹でたり炒めたりする際、葉酸が水に溶け出してしまい、栄養素が外に出ていってしまうと考えた。その結果、野菜を多く消費したとしても、葉酸を十分に摂取できなかったのではないか。

一方、図6に示される葉酸を多く含む果物は、アイスクリームやゼリーなどデザート等に加工されるものを除き、加熱することなく消費するものである。この野菜と果物の調理方法の違いが、自殺率との相関に影響を与えたのではないかと考える。

　つまり、調理方法による葉酸の摂取量の違いが自殺率と果物の回帰分析の結果に有意な結果をもたらしたのである。
図6
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生労働省　報道発表資料より筆者が作成）




7．まとめ
検証結果の考察より、葉酸の摂取量が多い国ほど自殺率が低くなるという結論に行き着くであろう。
しかし、今回の検証はサプリメントなどの栄養補助食品や、レバーや大豆など、他に葉酸を含む食品についての検証を省いているため、多少の誤差はあるかもしれない。（レバーやサプリメントの検証を行わなかったのは、統計データが存在しないためである。）
加えて、自殺率の推移と果物の消費量の推移についての関係を調べたかったのだが、統計データが2001年のものしか存在しないため断念した。このように、まだ考慮しなければいけない要因は沢山ある。
だが、葉酸を摂取することで自殺を予防できるということは明白である。どんな形であれ、葉酸を摂取することは、自殺予防になるということを提言したい。
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� この自殺率は2001年のデータである。ベルギー・メキシコ・トルコの自殺率は、Source: OECD health data 2007.に、2001年の統計データがなかったため、割愛した。





� 「季刊 社会保障研究（2004）」





� （注）ワイン用の果物消費量は除く





�　厚生労働省　報道発表資料　神経管閉鎖障害の発症リスク低減のための妊娠可能な年齢の女性等に対する葉酸の摂取に係る適切な情報提供の推進について　第６ 葉酸摂取の際の留意事項について
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